
主な特長

高精度で手の形状、動き、関節座標を読み取るため、
HMI としてだけでなくドライバの行動分析・健康状態モニタ等
様々なデータ解析への応用も期待されます

世界No.1 レベルの高精度・開発コスト削減を実現
ハンドジェスチャー認識ソフトウェア

あらゆるカメラ・OS・プロセッサと組合せ可能
AI 技術を利用し、最大限の開発コスト削減を実現

・手の 21関節を認識する独自技術
・RGB、NIR、TOF、３D カメラ等と組合せが可能
・カメラの性能により、暗闇、外光下、　長距離など
   様々な環境下・ユースケースに適応
※現在評価用 SDK無償提供中




